
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

１歳未満の乳児（特に 6カ月未満）では重症化することもあるので要注意です！ 

   

       
 

 
飛沫感染、接触感染の基本的な感染防止策をとることが大切です。 

咳エチケットを守りましょう。 

定期予防接種（生後２か月から接種可能）の百日咳ワクチンを含む５種混合 

ワクチンが有効です。 

 
  

 長引く 
 

 

 

 

感染状況 
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感染状況 

©岡山県「ももっち」 

 

 

長引く咳や特有の咳症状が出ている場合には、医療機関を受診しましょう 

  

百日咳の患者が身近にいる場合（同じ学校・職場・家族）は、その旨を医師に伝えましょう 

 

令和７年５月 岡山県備北保健所新見支所 
 

感染状況 

予防するには 

マスク

u  

 

換 気 手洗い・消毒 

・コンコンと短い連続的な咳  ・息を吸う際にヒューという笛音 

9 9

131

187

24
8 13 20 14

5 10

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200

患
者
報
告
数
（
人
）

2025年の百日咳患者の年齢別報告状況

430人（2025年第19週時点）

５～１４歳が７０％以上 

家族内 きょうだい感染に注意！ 

 

5～14歳の報告割合 

  約 74％ 
 428 人 
（2019 年） 

岡山県における百日咳患者報告に関する情報（5 月１４日時点） 
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過去最多の患者数！ 

予防接種 

出典:岡山県疾病感染症対策課 


